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概要：桜島昭和火口における噴火活動が 2006 年 6 月に再開し，2009 年後半からは爆発的噴火が増

加している．鹿児島地方気象台において観測・記録されている噴火情報をもとに，2006 年の昭

和火口の活発化以降にインターバル撮影した画像を用いて，噴煙高さが火口縁上 3000 m 以上の

顕著な噴火の映像データベースを作成した． 
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１． はじめに 

2006年6月から桜島昭和火口における噴火活動

が 58 年ぶりに再開した．2009 年後半からは爆発

的噴火が増加しており，2010年から 4年連続で年

間の爆発回数が 800回を超えている．2013年 8月

18 日には火口縁上 5000 m に達する爆発的噴火が

発生した．著者らは，2006 年の昭和火口活発化以

降，ノート型パソコンとUSBカメラを用いた簡便

な観測システムを桜島島内外に設置し，記録映像

のデータベース公開[1]を行ってきた．また，GIS
（地理情報システム：Geographic Information 
System）を用いて，SO2濃度や降灰量分布を分か

りやすく視覚化することによって桜島噴火が大気

環境に与える影響を明らかにし，降灰・火山ガスの

防災・教材利用の検討を行ってきた[2]． 
 小中学校の火山や気象の教材・素材として提供

する目的で，鹿児島地方気象台の観測・記録をもと

に，噴煙高度が火口縁上 3000 m 以上の顕著な桜島

噴煙映像デジタルコンテンツを作成した．上昇気

流に伴う雲の発生を学習する教材としての利用も

視野にいれてデータベース化し，インターネット

を介して提供するホームページを作成したので報

告する． 

 
２． 使用機器と方法 

（１）映像観測 

 2007年度以降は，桜島周辺の 3か所に桜島地上

映像観測システムを継続設置している（図 1）．図

中の▲は昭和火口の位置（8 合目）を示す． 

 

 

図 1 桜島映像観測地点 

 

地点名は，B：鹿児島市鴨池港付近，Ｔ：垂水市役

所，Ｋ：鹿児島市錦江台である．ノートパソコンに

USBカメラを接続し，データ回収の便宜上，外付

けハードディスクに記録している．撮影及び画像

保存は，定点観測用ソフトウェアListCam [3]を使

用して行っている．T とKでは 10秒毎の日中の可

視画像を記録している．B では桜島の活動状況や

気象状況に応じて撮影記録間隔や撮影時刻を適宜

調整して近赤外画像を記録している．近赤外画像は

CMOSセンサ搭載のUSBカメラに IRフィルタを装

着して撮影している． 

 
（２）動画作成 

 鹿児島地方気象台の桜島噴火観測表[4]より，噴

煙高度が火口縁上 3000 m 以上の噴火を抽出して

動画を作成した．動画の形式は，mpeg-1，640×480，
30 fps である． 
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３．顕著な噴煙映像データベース 

 顕著な噴火のリストと地点KとTの映像データ

取得・公開状況を表 1 に示す．リストのなかの噴

煙高さは火口縁上[m]，流向は 16方位，T は直上，

火口は M が南岳，S が昭和火口を表す．映像デー

タの欄の○は10秒毎撮影画像による動画有，△は

10 分毎の撮影画像による動画有，□は１時間毎の

静止画のみ，×はデータ無を表す．2006, 2007, 
2010 年には噴煙高さ 3000 m 以上の噴火は記録さ

れていなかった． 
 昭和火口が活動を再開した 2006 年 6 月から

2014 年 6 月 16 日までに観測された 44 回の顕著

な噴火イベントのうち，動画を作成できたのは 35
イベントであった． 

 
表 1 顕著な桜島噴火リスト 

 

 
図 2 ホームページ 

 
2013 年の７月～10月の活動は特に活発で，多く

の動画を得ることができた．その中には上昇気流

に伴って発生した雲も捉えている動画が複数確認

できた．今後，気象学習での利用も考え，ワイオミ

ング大学[5]で公開されているエマグラムもデータ

ベースに加えた．8 月 18 日の爆発的噴火に伴う噴

煙は，噴煙高さが観測史上最高の火口縁上 5000 m
に達したと記録されているが，桜島の南西 約 17 
km の高台に位置する観測点 K からの撮影画像で

も噴煙の最上部まで捉えることができなかった．

その後はカメラの向きを上向きに修正している． 
 

４． おわりに 

作成したデータベースは，以下のサイト（図 2）
で公開している． 
顕著な桜島噴火映像アーカイブ： 

http://es.educ.kumamoto-u.ac.jp/volc/sakushowa/ 

notable/ 

今後は，小中学校の火山や気象の学習における

コンテンツ利用について検討していく予定である． 
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